






































































































































































































































































発明の名称 種別 出願番号 登録番号 氏名
1 有機薄膜太陽電池並びに有
機薄膜太陽電池の製造方法
特願 2012-009718 當摩哲也、
周英、吉田
郵司
??
演題
(学会名､開催地等）
発表年月
発表者名
(発表者名に＊印）
1 大気中で塗って作製できる逆型有機薄膜太陽電池(日本化
学会第93春季年会、立命館大学BKC)(依頼講演）
その他17件
2013，3 ＊高橋光信、
桑原貴之
RS函面
33
8．外部資金の獲得状況について
（1）科学研究費補助金（研究種目、研究課題名、代表・分担等）
・基盤研究(B)(一般)(H24～H26)、高分子材料創製を基軸とする高性能な逆型有機薄膜太陽電池構
築のための基盤技術の確立、代表・高橋光信、分担・前田勝浩、分担・桑原貴之、連携研究者・井改
知幸
・挑戦的萌芽研究(H24～H25)、紡織によって大面積化が可能な繊維型有機薄膜太陽電池の開発、代表・
高橋光信、分担・桑原貴之
･JSTLさきがけ、(H21～H27)、“交互分子積層により結晶性を制御した高性能太陽電池の研究開発"、研
究代表者當摩哲也
（2）政府出資金事業等（事業名、出資機関名、代表・分担等）なし
（3）国、地方、民間等との共同研究（研究題目、機関名、代表・分担等）
・民間との共同研究2件
（4）受託研究（研究題目、委託機関名、代表・分担等）
・新規ナノマテリアルを用いた超フレキシブル有機太陽電池の研究、環境省環境研究総合推進費、再委
託、代表・高橋光信
（5）企業・財団等の助成金（賞）（企業・財団等名、研究題目、事業名又は賞名、代表･分担等）
・澁谷学術文化スポーツ振興財団、両面受光特性を有する新型有機薄膜太陽電池の開発、代表・桑原
貴之
・公益財団法人矢崎科学技術振興記念財団、電場配向性らせん状ホリフェニルアセチレンのナノ構造
制御と有機薄膜太陽電池への応用、2011(H23)年度研究助成、代表・前田勝浩
・公益財団法人岩谷直治記念財団､ポリロタキサン構造の形成に基づく高導電性PEDOT複合体の創製、
第39回(H24)年度研究助成、代表・生越友樹
（6）特許等による研究費（研究費を受ける発明の名称等）なし
（7）奨学寄附金（件数）なし
（8）その他
・平成24年度次世代有機薄膜太陽電池の開発､金沢大学政策課題対応型研究推進重点戦略経費､代表・
桑原貴之
・平成24年度金沢大学と北陸先端科学技術大学院大学との教育研究活動支援、代表・高橋光信
9．関連の学位論文提出数
・修士論文4本、卒業論文8本
8．有機薄膜太陽電池部門（第1部門）活動状況
平成24年度シンポジウム、セミナー、会議等の開催実績
＝ で＝20乗
局倫尤1言
論田騰津
專脹
ﾛ者
原貴之
汝知等
華哲社
平成24年度金沢大学と北陸先端科学
の教育研究活動支援による｢第二回有
ショップ」開催（第3回有機薄膜太陽澤
ジウムに相当、令沢、70名）
司硲笂
市用隅
』??
??
で、20尾
???????? ????
〈、20堀 隔尤1冒
田勝推
越友桧
原貴之
汝知幸
華哲他
34
??
シンポジウム、セミナー、会議等
(開催地、参加者数）
開催年月
開催者名
(責任者名に＊印）
RSET
35
61第18回有機薄膜太陽電池勉強会（金沢、20名） 2012,6
71第17回有機薄膜太陽電池勉強会（金沢、20名） 2012,4
平成24年度のテレビ放映、新聞報道など
・日経産業新聞（平成24年7月26日、有機太陽電池新構造）など
・北國新聞（平成24年7月25日、33面社会面発電効率向上の新構造）
・北陸中日新聞（平成24年7月25日、30面社会面有機太陽電池で新技術）
・日刊工業新聞（平成24年7月25日、20面ナノロツドで開発）
・読売新聞（平成24年7月23日、特別面、最先端太陽電池で開く未来）
・読売新聞（平成24年7月2日、地域版、薄型太陽電池可能性説く）
高橋光信＊
前田勝浩
生越友樹
桑原貴之
井改知幸＊
當摩哲也
高橋光信＊
前田勝浩
生越友樹
桑原貴之
井改知幸
當摩哲也
その他
・河北新報（平成24年12月23日):JR気仙沼線のバス高速輸送システム(BRT)が本格
運行した22日、m東日本と液晶ガラス基板製造加工の倉元製作所（宮城県栗原市）は、
宮城県南三陸町の志津川駅舎で有機薄膜太陽電池の実証実験を始めた。1年間、耐久性
や発電効率などのデータを解析し、来年内の実用化を目指す。
金沢大学がシーズ提供し、共同研究先である（株）倉元製作所と(株)イデアルスター
が共同製造した有機太陽光パネル実証実験の報道です。同グループによる実証実験は、
これで国内3か所目です。
8．有機薄膜太陽電池部門（第1部門）活動状況
アドバイザリーボード報告（第1部門）
I自己評価
研究成果の目標達成度:A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い (A)
①技術開発項目のすべてについては計画通り、あるいは、それ以上の成果が得られた。新
規ドナー材料を用いた高効率化研究について、従来のP3HTドナー以上の成果が得られ
ず、課題が残った。
②HOMO-LUMOレベルのチューニング技術を、光安定性の高い主鎖骨格を有する兀共役高
分子へ応用することに成功した。今後は、ホール移動度を向上させるために、側鎖構造
のさらなる最適化を目指していく。
③バルクヘテロ接合(BHJ)よりも高性能な低分子有機発電層を構築するための新規共蒸着
技術を開発した。この技術と"斜め蒸着技術"を組み合わせ、最適化や新規材料に応用展
開すれば、さらなる性能向上が期待できる。
以上、高効率化、長寿命化、および、低温プロセスでの素子作製のための研究開発を行った。
また、「新規技術や新規材料創製の研究開発」を同時進行で行った。総括するとほぼ計画通
り推進しているため、達成度はAと判断した。
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:概ね適切C:やや不適切D:不適切(A)
今年度の成果を受けて、耐久性およびフィルム素子作製プロセスの更なる改善に加えて、
次の数値目標であるエネルギー変換効率5％が達成できるよう努力したい。特に、新規ドナ
－材料および新規アクセプタ-56兀系フラーレン誘導体を組み合わせた発電層において、 モ
ルフォロジーを制御する技術を収得して高効率化を追求する。これに加えて、新規ドナー材
料や新規正孔輸送材料の創製を継続して行う。 一 方、素子を大気に触れないで製造するプロ
セス開発を通して得た高効率化指針を、以降のロードマップの達成に寄与する技術とするた
めの方策を模索する。以上、本年度の研究成果を手掛かりに、新規開発技術や新規創製有機
材料を採用して具体的な高効率化に向けた指針が得られれば、本グループの数値目標に近づ
くことは必然であり、次年度の研究内容と目標はA:適切と判断した。
II外部アドバイザー((株）倉元製作所・鈴木聡様）のご意見
研究成果の目標達成度:A:高いB:やや高いC:やや低いD:低い (A)
技術開発項目のロードマップ・マイルストーンを基軸として各開発（材料開発、プロセス
開発、デバイス開発）が行われ、設定した目標値を達成したことを高く評価する。またその
中で、分子配向制御技術としての斜め蒸着技術との融合による下地表面状態制御による高性
能化と生産プロセス安定化への研究も進められ、研究開発の視点が広がったものと捉える。
加えて、両面受光型素子の研究開発も行われて、実用の幅を広げている点も併せて高く評価
する 0
次年度の研究内容と目標は適切か:A:適切B:;既ね適切C:やや不適切D:不適切(A)
これまでの成果と取り組みを反映させ、実用化を加速する変換効率を前倒しの目標値を設
定することを高く評価する。この変換効率を高めるための理論・メカニズムを材料開発、プ
ロセス開発、デバイス開発の観点において仮説を打ち立て検証し、その結果を全体で徹底的
に議論し、“全体最適解"を見い出して頂きたい。また、それができる研究開発環境であるこ
とを再認識・共有し、その環境を最大限有効活用してより高い成果を掴むことを願う。
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第1部門アドバイザリーボード会合の報告
開催日時：2013年1月26日（土）15:00～17:00
開催場所：金沢大学自然研1号館Cブロック会議室(1C614)
RSET第1部門担当アドバイザー:(株）倉元製作所鈴木聡代表取締役社長
第1部門独自に依頼したアドバイザー：（株）イデアルスター表研次代表取締役副社長
教員（7名）：高橋（光)、加納、當摩、桑原、前田、生越、井改、学生（12名）：池田、矢野、南、
高橋（駿)、有馬、鹿取、王、田中、宮元、山本、小嶋、工藤（敬称略）
プログラム
1．15:00－15:05はじめの挨拶高橋光信
215:05－16:45成果報告；桑原：太陽電池の製作の進捗報告一高効率化および両面受光化一、
井改：ドナー性兀共役高分子材料の研究開発状況、生越：正孔移動層PEDOT/PSS共重合体の研
究開発状況、當摩：低分子系有機薄膜太陽電池の研究開発状況、宮元：分子配向制御による低分
子系有機薄膜太陽電池の高性能化、山本：真空蒸着法を用いた低分子系有機薄膜太陽電池での逆
構造開発、田中：う°ラナーヘテロ型高分子系有機薄膜太陽電池の開発と基礎物性評価
3．16:45－16:55アドバイザーコメント鈴木聡様、表研次様
4．16:55－17:00おわりの挨拶高橋光信
【(株）倉元製作所鈴木代表取締役社長のコメント】①プロセス開発と材料開発の両グループがそれぞ
れ本部門のマイルストーンを意識したロードマップを掲げるとともに､グループ間で各々の役割が共
有化されており、昨年度よりもチームカが向上していることが伺えた。②両面受光型という新しいア
イデアに基づく太陽電池開発にも着手し、その基本技術を構築できたことは、有機薄膜太陽電池の実
用化に向けた大きな進展であると高く評価できる。③太陽電池開発のように解析が難しく、未知な点
が多い研究分野においては、失敗を失敗として捉えず、全ての現象を真剣に観察し、包括的に解釈す
ることをお願いしたい。
失敗を失敗として捉えず、色
【(株）イデアルスター表代表取締役副社長のコメント】
①本部門には高分子型だけでなく、低分子型有機薄膜太
陽電池の専門家も在籍しているので、それぞれの知識を
融合することで、他の研究機関には真似できないオリジ
ナルな研究を進めてもらいたい。②新規電子ドナー材料
を用いた太陽電池素子の性能が昨年度と比べて大きく向
上したことは、プロセス開発グループと材料開発グルー
プが一体化した本部門の特徴を活かした成果であると評
価できる。今後もこの密接な連携を活かした独自な研究；
高効率・高耐久な太陽電池開発を進める上で、発電層の弓
したい。【後日、書面で頂いたコメント】素子開発では、
な連携を活かした独自な研究を展開していくことを期待する。③さらなる
開発を進める上で、発電層のモルフォロジーを詳細に解析することを推奨
面で頂いたコメント】素子開発では、目標よりも早い発電効率のクリア、さらに
電子捕集層のUV照射効果の発見およびその効果を利用した素子構造の提案まで実現している｡新規
材料開発では、独自の設計指針に基づき、耐久性まで考慮した設計どおりの電子状態の材料合成に成
功している。いずれの成果も十分に目標を達成している。開発材料で作製した素子が予想発電効率に
達しない要因調査は実用化へ向けた極めて重要な研究であり、今後の成果を期待したい。
